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北病棟チームカンファレンス記録
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 大上　なみ様～排便コントロール目的にてシンラック液1本処方となっています。

　　　　　　　　　腹部マッサージの促しを行い、排便状況と水分摂取量の確認を

　　　　　　　　　行なっていきましょう。

· 加賀谷　芙美子様～主治医へ最近の本人様の状態を報告し、低血糖時・足のつっぱ

　り感訴え時の予測指示継続処方（2／25～3／10）となっています。本人様に足のつっぱり感があった場合には我慢せずに訴えてくるよう伝えています。糖尿病安定測る目的にて注射液インスリン皮下注射液ヒューマカートＲ２本、継続処方となっています。今後も低血糖症状を観察しながら、糖尿病を含めた症状管理について経過観察していきましょう。

· 小比類巻　昇様～昨日、２回目の退院前訪問指導と交通機関の利用目的の為、外出

されています。3／4（日）退院、初外来は3／17（土）10:30～

となっています（医事チーム・外来へは報告済みです。）退院時

処方は１１日分で、３日に薬局より病棟に届きます。

· 村上　幸子様～2／25（日）に退院となりますが、外来通院の為の南部バス時刻表　

を準備してありますので、退院時には忘れずに本人様へ渡すようにして下さい。

　　　　　　　　

＜Ｄｒ安ヶ平ケース検討＞

· 法霊崎　恵子様～現在のケアプラン

＃１　余暇時臥床している事が多く、肥満傾向

Ｐ―①体重の確認

　　　　　　　　　Ｐ―②日中の過ごし方

　　　　　　　　　Ｐ―③歩行運動（食後30分・20分・20分）

　　　　　　　　　Ｐ―④買い物状況の確認（週2回　お菓子は1個　他は果物）

　　　　　　　　　Ｐ―⑤おやつ（1日2回とするが、スタッフが確認ホールにて摂取

　　　　　　　　　　　　　　　　コーヒーは1日3回とし、砂糖なし）

　　　　　　　　　以上がケアプランとなっています。

　　　　　　　　　日課・プログラムはきちんと出来ています。球技等は好んで参加していますが、余暇時は臥床傾向にあり、声掛けを要しています。病棟では肥満傾向であり、体重減少目的の為、歩行運動や間食を少なくするように促してきましたが、本人はあまり理解できていないようです。今後は体重測定を行い体重増減の把握をし、肥満解消できるよう関わっていきましょう。体重も徐々に減ってきていますが、外泊するとまた体重が増える傾向にありますので、次回の外泊の際は御家族へも情報提供し、食べ過ぎないようにして頂きましょう。また、目標体重を設定していき、食後の歩行運動や余暇時もホールにて過ごして頂く様にしていきましょう。

・三上　勇様～昨日の診察時「現在は体調も良く、宮古ちょうからも連絡が無い。」と話されています。２月の採血の検査結果は異常が無いと主治医より伝えています。最近病棟では確認行為が多くなってきています。１０分前の事を確認したり、同じスタッフに何度も挨拶する事があります。本日も肛門部に軟膏をつけた事を忘れて、聞きに来ています。　　　　　　　日課の取り組み状況や金銭管理など、きちんと出来ているかどうか観察・確認し、日常生活能力を低下させないよう関わっていきましょう。

　　　　　　　

＜ＳＳＴミーティング＞

明日のＳＳＴは月末なので、短期目標の評価をして頂いて下さい。

＜義歯管理状況＞

· 大下　良悦様～上下（全）寝る時は外して寝ている。食後歯磨きしている。

· 十日市　利喜様～義歯は有るが付けると痛いからと外している。

· 伊藤　義彦様～上下（部）付けたまま寝ている。食後磨いている。

· 元沢　政治様～上　付けたまま寝ている。外して洗っている。

· 浅野　秀子様～上下　付けたまま寝ている。歯磨き以外外さない。

· 上村　みわ様～上下　付けたまま寝ている。義歯を付けたまま歯磨きしている。

· 大上　なみ様～上（全）下（部）寝る時外し、ポリデント済。

· 小坂　君子様～上下　外して寝ている。ポリデント済。

· 船場　幸子様～部分　付けたまま寝ている。外して洗っている。

· 法霊崎　恵子様～上下　付けたまま寝ている。外して洗っている。

· 柳杭田　かつ子様～上　付けたまま寝ている。外して洗っている。

※以上１１名様現在義歯を使用されています。津嶋イチ子様は歯科受診し義歯を技工しています。

　今後、義歯の取り扱いについて資料を作成し、ナイトプログラムなどで勉強会を開いていきます。

＜節約委員会＞

※日用品発注状況

	
	１２月
	１月
	増減

	トイレットペーパー
	２９６
	２８３
	－１３

	ＣＡＮＯＮインク（黒）
	１
	１
	

	化粧石鹸
	９
	１０
	＋１

	粉石鹸（アタック）
	１
	０
	－１

	ダスロール
	８
	５
	－３

	ディスポ
	５
	６
	＋１

	トイレマジックリン
	４
	４
	

	ハイター
	３
	２
	－１

	上質紙（Ａ４）
	１０
	７
	－３

	上質紙（Ｂ５）
	２
	０
	－２



・日用品発注の多い物をあげていますが、詳しくは発注ノートに挟んで有りますので

各自確認をお願いします。

・トイレットペーパー使用数の用紙に、補充した数を記入するようお願いしています

が、書き忘れがありますので、補充した時、患者様に渡した時は必ず記入し、漏れ

のないようにして下さい。

・スタッフオフィスの流し台の裏に、日用品の在庫数を貼ってありますので、在庫を確認してから発注するようお願いします。

＜環境整備担当＞

· 北病棟のマットレスカバーの交換は終了していますが、マットレス自体の破損状態

（中のハッポースチロールが見えている。周りのスポンジがぼろぼろになっている）

の物が１０枚位ありました。個室用（２床）のマットレスも破損が酷く、庶務に連絡しマットレスの破損状況を確認してもらい写真を撮っています。西病棟３F物置（屋根裏）に４０枚位のマットレスが保管されていますが、長年屋根裏に置いてある為、埃等が蓄積されていると思われます。マットレスがクリーニング等で対処すれば使用できる物なのか庶務と検討中です。

＜勉強会＞

「臨床倫理委員会の設置とその活用に関する指針」

1 本指針の基本理念

１－１　人権の尊重

　看護職は、免許によって看護を実践する権限を与えられた者であり、その社会的な責務を果たすため、人々の権利の擁護者（アドボケイト）として、人々の生きる権利、尊厳を保つ権利、敬意のこもった看護を受ける権利、適切な看護を受ける権利、知る権利、自己決定の権利などの人権を尊重する。

　　　　　参考資料１　看護者の倫理綱領（日本看護協会、2003年）

１－２　倫理的行動力の向上

　人々と看護職との信頼関係は、看護職の、専門職としての知識・技能及び倫理的な態度・姿勢・言動を通して構築される。

　看護職は、人々の権利の擁護者（アドボケイト）として、アドボカシー機能を発揮するために、その人がどのようなニーズや悩みを抱えているのか、またどのような価値観に基づき、どのようにしようとしているのかを知る必要がある。

　看護職は、それらを知るために、以下に示す倫理的行動の４つの要素の向上に努める。

倫理的行動の４つの要素

１）倫理的感受性（MoralSensitivity）：臨床倫理問題が生じていることに気づく力

・「あれ、おかしいな」と感じたことをそのままにせず、周囲に伝えること

　２）倫理的推論（MoralReasoning）：それが倫理的に問題である理由を説明できる力

・「おかしい」と思った理由を事実に沿って説明すること

　　・自らの倫理的知識に基づき、どこが倫理的に問題であるかを指摘すること

３）態度表明（Commitment）：様々な障害を乗り越えて、倫理的に行動しようとする力

・誰のどのような権利を優先すべきか、どのような立場をとるべきか、を適切に

　　　判断し、解決の方向性を明確にすること

　４）実現（Implement）：倫理的行為を遂行することのできる力

　　・その問題の解決に向けて何をしたらよいか判断し、実際に行動すること

　保健師助産師看護師法には、看護師の行う業は療養上の世話又は診療の補助であり、

後者には主治医の指示が必要であることが定められている。つまり、看護師は、主治医の指示を必要としない療養上の世話においては自らで判断し、その実施に責任を負い、主治医の指示に基づく診療の補助においては主治医の補助ではなく診療を受ける人の補助をする、ということを意味している。診療の補助を通して患者を支援しているという認識を持つことが重要であり、それが倫理的実践につながる。

　療養上の世話であっても、診療の補助であっても、人々に役立つよう、これらの業を行うためには、その人が自分の病気やその治療についてどのように受け止め、理解しているかを知り、その人にとってそれがどのような意味を持つのかを考えることが必要不可欠となる。そのプロセスの中で築かれる信頼関係が人々の尊敬と権利の擁護者（アドボケイト）として役割を果たす基盤を形成するのである。


































